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2023年 10月号 

ＪＴＣＣ ニュース  （一社）日本繊維技術士センター 

Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 
（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

  

＜ＪＴＣＣ開催講座のご案内＞  

（対面講座のコロナ対策：募集人員の制限、体温が37.5℃以上の方は受講不可、マスク着用、手の消毒を実施） 

 

●令和 5年度の技術士試験一次、二次試験の日程及び会場  

項目 技術士一次試験 技術士二次試験 

受験資格 制限なし 令和５年度の試験は予定通り実施

されました。 受験申込書の配布 令和5年6月9～28日 

受験申込書の受付（写真要） 令和5年6月14日～28日 

試験日 令和5年11月26日（日） 令和5年7月17日（月・祝）終了 

筆記合格発表 令和6年2月 令和5年10月 

口頭試験 なし 令和5年12月 

技術士資格合格連絡  官報にて受験番号を告示（二次は氏名も告示） 

試験会場 北海道、宮城県、東京都、神奈川県、新潟県、石川県、 

愛知県、大阪府、広島県、香川県、福岡県及び沖縄県 

      上記技術士試験の受講の募集は終了しています。 

第二次試験の結果が10月下旬に発表されます。合格者は面接試験を受験します。 

 

◆2023年度 新入社員のための「分かりやすい繊維基礎講座」のご案内 

一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 
 

 本講座は、令和５年に繊維関係の会社に就職された新入社員の方々や、初めて繊維関係のお仕事をされる方々、 

および繊維に関する基礎的で実用的な知識を学ばれたい方々のための「分かりやすい繊維基礎講座」です。 

 

１．講座の趣旨 

対面講座については大阪市内あるいは近郊の繊維関係会社（繊維メーカー、アパレル製造・販売会社、衣料量販店、百貨店、

商社、繊維団地など）の社員の方々を対象に、平日の夕方、会社業務がほぼ終わりになる時間より開催します。対面講座の会

場は、地下鉄御堂筋線：本町駅に近い、輸出繊維会館6階の日本繊維技術士センター（JTCC）大阪事務所です。 

また、同時に講義内容をオンライン配信いたします。 

 

２．講座の主な内容 

講義は JTCC（日本繊維技術士センター）所属の技術士が担当し、画像や現物サンプルなどを用い、目・耳・手を駆使して繊維

を理解して頂くよう、カリキュラムを工夫しています。 

 またオンライン配信ではその様子をご覧になって頂きます。 

 

詳細内容および申し込みはJTCCホームページをご覧ください。 
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◆「知っておきたいアパレル製品の基礎知識」講座（オンライン） 

１．日程と時間  （Aコース、Bコースは同内容です） 

Aコース  ２０２３年１０月１４日（土）、２１日（土）、２８日（土）   何れも １０時～１７時  

Bコース  ２０２３年１０月１７日（火）、２４日（火）、３１日（火）   何れも １０時～１７時   

２．会場 

オンライン方式で開催（Microsoft Teamsを使用） 

３．講座スケジュールと内容  

日程 テーマ 時刻 時間(分) 

 

１日目 

10月14日（土） 

 

再配信 

10月17日（火）  

挨拶 10時～ 5 

Ⅰ． アパレル用繊維の種類と特徴 10時5分～ 85 

Ⅱ． 糸の特性、アパレル用生地（織物・編物）の種類と製造方法 11時30分～ 80 

休憩（上記講義の途中）  60 

Ⅲ． 芯地、裏地、副資材、ラベルの種類と特徴 14時～ 50 

Ⅳ． 繊維の染色と仕上加工 15時～ 120 

２日目 

10月21日（土） 

 

再配信 

10月24日（火） 

Ⅴ． 繊維の試験方法（物性、染色堅ろう度、安全性、機能性） 10時～ 120 

休憩 12時～ 60 

Ⅵ． アパレル製品の企画・設計 13時～ 50 

Ⅶ． アパレル製品の縫製準備（検反、裁断、芯貼り）     14時～ 80 

Ⅷ． アパレル製品の縫製（縫製、接着、設備） 15時30分～ 90 

３日目 

10月28日（土） 

 

再配信 

10月31日（火） 

Ⅸ． アパレル製品の検査・検針要領 10時～ 50 

Ⅹ． アパレル製品の表示・法令（家表法、景表法、薬機法など） 11時 

～13時20分 

90 

休憩（上記の講義途中） 60 

Ⅺ． アパレル製品の事故事例 － － 

１．染色堅ろう度（変退色と汚染） 13時30分～ 50 

２．生地の物性（破損） 14時20分～ 50 

３．生地の物性（収縮、ピリング） 15時10分～ 50 

４．縫製不良（地糸切れ、シームパッカリング） 16時10分～ 50 

４．受講料（消費税込み）： ３０，０００円     定員：１００名 

５．申込方法：JTCCホームページ https://jtcc.or.jp/ から申込み、または、添付しています「受講申込書」に 

記入し、JTCC本部あてFAXあるいはE-mailでお申し込み下さい。 

FAX：06-6484-6575 あるいは E-mail  jtcc-ed-apa@mbr.nifty.com（アパレル講座専用メール） 

申し込み期間：２０２３年９月１日（金）～１０月６日（金） 

 

 

  

https://jtcc.or.jp/
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◆「新繊維ベーシック講座」（オンライン方式）の案内 

◎日程：11月の土曜日コース（3回），11月の火曜日コース（3回）の２種（同内容） 

◎土曜日コース（配信日）  ⇒2023年 11/4（土），11（土），18（土） 9：30～16：50  

◎火曜日コース（再配信日）⇒2023年11/14（火），21（火），28（火） 9：30～16：50  

 

月日 時間 テーマ 講師 

・配信日 

11/4(土) 

・再配信日 

11/14(火) 

9:30～11:00 

11:10～12:40 

13:40～15:10 

15:20～16:50 

①天然繊維に関する基礎知識 

②化学繊維・紡糸に関する基礎知識 

③糸（紡績糸・加工糸）に関する基礎知識 

④高機能繊維・不織布に関する基礎知識 

松永 伸洋 

松永 伸洋 

澤田 晴稔 

西中 久雄 

・配信日 

11/11(土) 

・再配信日 

11/21(火) 

9:30～11:00 

11:10～12:40 

13:40～15:10 

15:20～16:50 

⑤織物に関する基礎知識 

⑥編物に関する基礎知識 

⑦染色に関する基礎知識 

⑧繊維加工技術に関する基礎知識 

佐藤 忠義 

松川 源栄 

津田 真 

金崎 英夫 

・配信日 

11/18(土) 

・再配信日 

11/28(火) 

9:30～11:00 

 

11:10～12:40 

 

13:40～15:10 

 

15:20～16:50 

⑨アパレル製品の企画・縫製・製品検査 

に関する基礎知識  

⑩苦情・環境対策に関する基礎知識 

（座談会方式） 

⑪縫製工場の視察ポイント 

各論:インナーウェアに関する基礎知識 

⑫各論:スポーツウェアに関する基礎知識 

清嶋 展弘 

 

清嶋＆荻野  

 

吉仲 健一 

 

荻野  毅 

 

受講料と定員 

   ￥３０，０００  定員：土曜日コース，火曜日コース とも各５０名 

 

申込み方法・申し込み期間・お支払い方法 

 JTCCホームページ：https://jtcc.or.jp/から，JTCC本部宛E-mailまたはFAXで。 

・E-mail：jtcc-ed-os@mbr.nifty.com ・FAX：06-6484-6575  

・申し込み期限：2023年9月20日（水）～10月30日（月） 

・郵便振替口座へ 口座番号：００９９０－６－１３４９１８ 

加入者名：JTCC教育活動委員会 

 

 

◆ＪＴＣＣ「公開講演会」 

  「先端繊維技術セミナー」の開催 

□第1回先端繊維技術セミナー 

教育活動委員会では、新たに技術情報発信部会を発足させ「先端繊維技術セミナー」を開催します。 

本セミナーでは、JTCC会員及び関係者の研鑽・技術情報収集・交換などにより、会員相互の資質向上に寄与して 

参ります。ご参加をお待ちしています。 

日 時：2023年10月21日（土）13：30～16：30    開催方式：オンライン 

[演題１] 「ナノファイバーテクノロジー最近の動向」 

         講師：東京工業大学名誉教授  谷岡明彦氏 

[演題２] 「京都プロセスにより製造されたCNF強化プラスチックの開発と用途展開」 

         講師：京都産業技術研究所    仙波  健氏 

 ※詳細および申し込み方法はJTCCホームページに掲載しています。 

 

 

https://jtcc.or.jp/
mailto:jtcc-ed-os@mbr.nifty.com
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賛助法人・団体会員様向けパンフレット 

（一社） 日本繊維技術士センター 

「フェスタ‘２３ JTCC」へのご参加と会場での広告掲載のご案内 

                           

＜フェスタ‘２３のご案内＞ 

日時：２０２３年１０月１５日（土）  １２時～１８時３０分 

会場：メイシアター（吹田市文化会館）３Ｆ ℡：06-6380-2221 （吹田市泉町2-19-1  阪急吹田駅下車すぐ）  

＜プログラム（概略）＞ 

  １２：００～１３：３０  会員作品展  （１２:３０～ 出展者によるギャラリートーク） 

    １３：３０～１４：００  広告を掲載していただいた賛助法人・団体様のご紹介をさせていただきます。 

  １４：１０～１４：２０  開会のあいさつ    JTCC理事長 

１４：２０～１５：００  講演１ 「近畿産業局の取り組みについて」 

                      近畿経済産業局  産業部次長  河上康裕氏 

１５：１５～１６：１５  講演２ 「サステナブルな繊維学会を目指して」 

                      繊維学会会長             大田康雄氏 

     （上記時間をオンラインで配信します。） 

１６：４５～１８：３０  講師との交流及び懇親会     

    会場参加費  ５，０００円／人 

  

  

 

平素は、（一社）日本繊維技術士センターの活動にご理解とご協力を賜り、厚

く御礼を申し上げます。 

本年も、以下の計画で「フェスタ‘２３ JTCC」を開催します。 

 

＜賛助法人・団体会員様のご参加を募集しています＞ 

１．皆様のフェスタ会場へのご参加を案内させていただきます。 

２．フェスタ会場で特別に掲載します広告を募集しています。  

皆様のご応募をお待ち申し上げます。 

お申し込みは、郵送或は添付資料の用紙をご利用ください。 
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Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（生活製品課）繊維製品における資源循環システム検討 

繊維企業経営者トップセミナーを開催します 

       ・繊維産業を発展させるために、労働者の人権配慮・労働環境の整備を進めるとともに、我が国の繊維産業の基盤である

国内の中小・小規模繊維事業者と発注側企業がパートナーシップを構築し、サプライチェーン全体での取引適正化を強力

に進めていくという考えのもと、関係者が一堂に会する経営トップ向けセミナーを開催し、業界内の意思統一を図ります。 

 

・日時：2023年10月16日（月） 13:00-15:00 

・場所：三田共用会議所（東京都港区三田2-1-8） 

・対象者：本セミナーは経営層向けのものであるため、原則、ご出席者は経営層を想定しています。 

以下の参加申込フォームから参加登録をお願いいたします。 

締め切り：10月2日（月）17:00  

※各社2名まで参加受付させていただきますが、申込状況によっては、各社1名とさせていただく可能性がございます。 

また、参加希望多数の場合は抽選とさせていただきます。予めご了承いただけますと幸いです。 

 

繊維産業における責任ある行動の実施宣言 

・日本繊維産業連盟は、繊維産業における外国人技能実習制度の法令違反など人権分野に課題改善に向けた取組の 

一環として、「責任ある企業行動実施宣言」を実施いたします。 

日本繊維産業連盟が 2022年 7月に公表しました「繊維産業における企業行動ガイドライン」の趣旨を理解し、同ガイドライ

ンに沿って人権尊重の取組を進めることに賛同いただける繊維関連企業等の方に対し、人権への取組内容について「責

任ある企業行動実施宣言」を行い、これを自ら公表するとともに、日本繊維産業連盟にご登録いただくことにより、経済産

業省並びに日本繊維産業連盟のホームページにおいて公表することしました。 

「繊維製品における資源環境システム検討会」が 7回開催され、その内容が発表されています。 

＜第一回＞ 2023年１月20日 

＜第二回＞ 2023年2月28日 

＜第三回＞ 2023年3月14日 

＜第四回＞ 2023年3月28日 

＜第五回＞ 2023年5月29日 

＜第六回＞ 2023年7月18日 

＜第7回＞  2023年 9月21日  

８月中旬に以上の内容の「まとめ」が経済産業省より掲示される予定です。（未発表） 

 

２．環境省 

  ・新着情報なし 
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企業広告 

東レ株式会社 
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３．日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会 

●日本化学繊維協会（詳細は化繊協会のホームページ参照してください）   

       米国 繊維製品の輸出入（２０２３年１月－６月）  

繊維貿易 

2023年1～6月の米国の繊維製品貿易                  （100万㌦、％） 

        

米国の段階別繊維製品輸入                          （100万㌦、％） 

     （注）前年比は2023年1～6月 

米国の相手別繊維製品輸入                         （100万㌦、％）  

 

（注）前年比、シェアは2023年1～6月 
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中国の繊維品輸出 （１月－７月）               （100万㌦、％） 

     

 

●日本綿業振興会（詳細はホームページ参照） 

        ・ 新情報なし 

   ●日本染色協会（詳細はホームページ参照） 

      ・ 新情報なし 

 

４．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）、他 

 ●（一社）日本衣料管理協会                       

    ・９月１４日に「２０２３年度ＴＥＳ」の合格者に連絡を行いました。 

   ●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

    ・023年度 JNLA技能試験「繊維分野/ピリング試験、寸法変化試験」参加募集 

JNLA技能試験「繊維分野 / ピリング試験、寸法変化試験」の参加募集をします。 
・ピリング試験 JIS L 1076:2012 A法（ICI形） 

・寸法変化試験 JIS L 1096：2010（8.39）A法（常水温浸せき法） 

・参加募集期間    

・2023年9月25日（月）～2022年10月27日（金） 午後5時まで 

 

●関西ファッション連合  

・新情報なし    
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テックワン株式会社 

 

 

 

Ⅲ．（技術情報）     詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ 2023年９月号 ―――――――――――――――――――――――――― 

＜特集＞ 頑張る若手研究者 ２０２２年度奨励賞 

〇 クモとカイコのシルク紡糸機構に関する研究        信州大学   矢澤健次郎 

  １．はじめに 

    クモやカイコが体内の液状シルクを体外に射出すると同時に繊維化する。本研究 

    では糸の巻取り速度及び圧力と水分子が、クモとカイコシルクの構造及び力学物 

    性に与える影響を評価した。     

  ２．巻取り速度がシルクの構造と力学物性に与える影響 

  ３．シルクの構造と力学物性に圧力と水分子が与える影響 

  ４．細胞培養基材への利用を目指したクモシルクの形態依存的な細胞接着挙動 

  ５．再生生糸の作製 

  ６．おわりに 

〇架橋構造の均一化による繊維・高分子材料の高機能化「                  東京大学   中川慎太郎                                             

１． はじめに 

架橋構造の不均一化は、材料の物性低下につながる。架橋の均一化による物性を実現するために、無溶媒 

の均一架橋高分子、特に柔軟なゴムについて研究を行ってきた。その内容を解説する。 

２． 簡便かつ汎用性の高い均一架橋高分子合成法の開発 

３． 未踏「物性を示す均一架橋ゴム」の創製 

４． まとめと今後の展望 
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  ＜解説＞ 

   〇常温常圧水系溶媒でナノ繊維を紡糸するセルロース合成酵素 

農研機構 近藤辰哉   東京大学 鹿島騰真     京都大学 今井友也                                               

     １．はじめに         

     ２．セルロースの構造と生合成 

        セルロース合成酵素は、熱も圧力もかけずに水に不溶の高分子を、そのポテンシャルを最大限引き出して合 

成している。高分子科学的には極めて特異な生物学的課題である。セルロース合成高分子について解説する。 

     ３．セルロース合成酵素 

     ４．セルロース合成酵素の構造生物学 

     ５．高分子鎖の制御というタンパク質機能 

     ６．SAXSによる高分子鎖集合過程の直接観察 

     ７．高分子鎖集合過程に関与するタンパク質の生化学的解析 

     ８．おわりに 

   〇バサルト繊維強化プラスチックの界面接着性の向上を目的とした表面処理            奈良高専 太田孝雄 

     １．はじめに 

        天然鉱物由来の無機繊維の一つであるバサルト繊維について、特徴や性質をしょうかいする。次に、バサルト

繊維強化プラスチックの界面接着性の向上を目的とした表面処理技術について述べる。 

     ２．バサルト繊維について 

     ３． シランカップリングによるバサラト繊維強化プラスチックの表面処理 

     ４．大気圧プラズマジェットによるバサルト繊維強化プラスチックの表面処理 

     ４．おわりに 

   〇法科学的繊維分析法の現状と新規異同識別法の開発      

理化学研究所 瀬戸康雄、中西俊雄、松下律子、渡邊慎平、高津正久、村津晴司 

     １．はじめに 

        ２０１８年に理化学研究所放射光科学研究センター内に、法科学研究グループが設置された。 

        法科学的繊維検査法を述べ、新規なポリエステル繊維の異同識別法である、ゲルろ過クロマトグラフィ分析、 

        小角X線散乱分析について述べる。 

     ２．法科学的繊維検査法 

     ３．新規技術開発（１） ポリエステル繊維のGPC 

     ４． 新規技術開発（２） ポリエステル繊維の放射光SAXS分析 

     ５．おわりに 

        CFRPは比剛性や比強度に優れている。強化繊維に植物繊維を持ちることもできる。 

◆＜繊維製品消費科学会誌＞ 2023年８月号 ―――――――――――――――――――――― 

 【解説】  

○繊維業界におけるマイクロプラスチック問題と標準化 

      （一財）カケンテストセンター  森下美樹子    日本化繊協会  大松沢明宏 

１．繊維業界のマイクロプレスチック問題への対応（ISO国際標準化の取組み経緯） 

     ISO 4484-3の試験方法について解説する。 

   ２． ISO 4484-3 

   ３． 国際試験所間試験 

   ４． ファイバーフラグメントを定量する試験方法の活用 

    

 

〇ファインバブル水による布製品の洗浄評価                            日本女子大学  榎本一郎 

   １．はじめに 

      ファインバブルは、気泡の径によりマイクロバブルとウルトラファインバブルに区別される。 

      ファインバブル水による布製品の洗浄評価方法について述べる。 

   ２．ファインバブル水による洗浄評価 

   ３．得られた試験結果からの考察 
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〇繊維製品との向き合い方                                （株）ヒューマンフォーラム   岩崎仁志 

１． はじめに 

       アパレルファッション業界の課題や現状を整理し、変化と共に取り組んできた活動を伝える 

〇「トレー to トレー」＆「ボトル to ボトル」のリサイクル エフピコ方式で循環型社会に向けて  

（株）エフピコ  富樫英治 

◆＜繊維機械学会誌＞  「月刊せんい」 2023年８月号 ―――――――――――――――― 

○衣服を長持ちさせるための役に立つ「洗濯の基本」    ライオン（株）  片木徹也 

  １．はじめに 

  ２．ライオン（株）について 

  ３．「暮らしのマイスター」 

  ４．生活情報Ｗｅｂサイト「Ｌｉｄｅａ」 

  ５．衣服を長持ちさせる洗濯のポイント 

  ６．洗濯の基本項目 

  ７．一般衣料用洗剤 

  ８．おしゃれ着用洗剤 

  ９．漂白剤 

  10．柔軟剤 

                   11．衣服の保管方法・廃棄方法 

                   12．おわりに 

 〇繊維由来を含むマイクロプラスチックの超音波回収技術確立に向けて  信州大学  秋山佳丈、森脇 洋 

   １．はじめに 

   ２．MP（マイクロプラスチック）回収技術の現状と展望 

   ３．音響収束による濃縮改修 

      管の中をMP汚濁液を流す。管の周りに圧電素子を張り付けると、液流に含まれるMPが流れの中心部に

集まる。改修口を３分岐して排出される。中央部の流路からMP濃度の高い液が流出する・ 

    ４．連続音響分離デバイスの開発 

    ５．インラインでのフォロー分析に向けて 

  ６．おわりに 

〇エレクトレット繊維の基礎と応用                              安藤技術士事務所   安藤勝敏 

１．はじめに 

         ２．エレクトレットの定義 

         「外部電界が存在しない場合でも恒久的に電気分解を保持し、周囲に対して電界を形成する物質」 

       ３．エレクトレット繊維の歴史 

       ４．エレクトレット生成機構 

         ・外部電界法   ・流動帯電法 

       ５．エレクトレット繊維の製法 

         ・フィルムエレクトレット法   ・繊維エレクトレット法    ・紡糸エレクトレット法    ・シートエレクトレット法 

         ・流動エレクトレット法 

       ６．エレクトレット繊維の基礎 

       ７．エレクトレット繊維の応用 

          ８．おわりに 
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◆＜日本技術士会誌＞  「技術士PE」 2023年８月号 ―――――――――――――――― 

 会長就任挨拶   黒崎靖介 

〇ドローン等を活用したインフラ施設の点検調査とDX        上下水道部門 稲垣裕介 

〇低コスト再造林プロジェクトの紹介                  森林・農業部門  田中賢治 

〇「放射線防護の外部被ばくの線量概念」 －現行の概念と新たな概念－ 

                                        原子力・放射線部門 神谷栄生 

〇技術士倫理の講義で伝えたこと                         化学部門 伊藤 博 

〇水の軍事資源化と国際法の限界                     立命館大学  玉井良尚 

〇社外交流会（CEネットワーク）の３０年             建設・上下水道部門  白潟良一 

 

２０２３年度新名誉会員・フェロー認定者・会長表彰受賞者   有瀧宗重、鎌谷彰郎 

 

（月刊誌） 

◆＜加工技術＞ 2023年７月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

〇ＩＮＤＥＸ ２０２３ 視察報告１ 

日本不織布協会顧問   矢井田 修 

   開催日   ２０２３年４月８日～２１日 

  開催場所  スイス ジュネーブ 

  主催     ＥＤＡＮＡ（ヨーロッパ不織布協会） 

 

  世界レベルの不織布主体の国際的な展示会 

   出社数  ６１０社 

   入場者数  12,071名 

  詳細は本誌をご覧ください。 

 

〇ITMA２０２３ ミラノ展視察記 ２ 

                                                    Advanced Consulting Partners   伊藤高廣 

２０２３年の ITMAは何を語りかけたか？ ～ミラノから世界を知る～ 

今回のミラノ展視察記は、以下のような内容で紹介されている。 

Ⅰ．デジタル捺染全般 

Ⅱ．RTR（Roll to Roll）捺染システムの動向 

Ⅲ．DTG捺染システムの動向 

Ⅳ．DTF捺染システムの動向 

Ⅴ．アナログ捺染は焦っているか 

Ⅵ．デジタルとアナログのアプローチ 無地染の動向 

Ⅶ．紡績、織布、不織布、縫製の動向（エナジー、小ロット、ロボット、繊維の再利用） 

Ⅷ．その他（廃熱回収、排水処理、水素エネルギー他） 

Ⅸ．総括（ＩＴＭＡ２０２７ ㏌ Ｈａｎｏｖｅｒに向けて） 

 

＜JTCC新市場創造講座＞ 

〇アパレルメーカーの生産・流通システム （２）                                       JTCC  金田哲郎 

４．日本のアパレル生産の抱える課題 

  4.1 国内のアパレル生産の現状と課題 

  4.2 アパレル企業の課題と対策 

  4.3 アパレル製品の生産の課題 

  4.4 海外生産の動向 

  4.5 アパレル製品の海外販売 
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 ５．日本のアパレル産業の未来 

   5.1 最近のアパレル企業の動向 

   5.2 ネット販売の増加 

   5.3 スマートテキスタイルのアパレルへの活用 

   5.4 注目されているアパレル生産 

   5.5 アパレル生産とAIの活用 

 ６．おわりに 

 

＜時空繊維＞ 

           ２２ 尾道帆布と林芙美子                                            JTCC  八木健吉 

・尾道帆布                   ・寺の多い街                ・文学の小道 

・千光寺                     ・尾道文学講演                ・文学記念室 

・林芙美子記念室              ・文才のあった林芙美子         ・岡野軍一 

・作家として成功               ・尾道駅商店街               ・おのみち林芙美子記念館 

・林芙美子生誕120年記念誌を購入 

      

◆＜不織布情報＞ 2023年8月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

      【素材特集】不織布原綿・高機能繊維、ナノファイバー  

      〇酵素製剤：セルロース名のファイバー 生産時における活用                     三晶（株） 

      〇「原料は生産者から選ぶ時代へ」 トレーサブルコットンの取り扱いを開始          丸三産業（株） 

      〇世界に類を見ない「ユニセル®不織布」リサイクル原料を使用する技術確立も目指す   ユニセル（株） 

      〇飛行機から出た材料を飛行機に戻すことを目指して リサイクル炭素繊維ならではの商品開発 

                                                                 富士加飾（株） 

      〇セルロースナノファイバー「ステラファイン®」パウダーを製品化、水に分散も         丸住製紙（株） 
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◆＜新聞、他＞ 

      繊研新聞   

〇２０２３年１～７月 の衣料品の輸入 （数量：百万点、金額：億円、シェア：％、下段：前年同期比）     

順

位 

国 ニット衣料 布帛衣料 合計 

数量 金額 数量 金額 数量 シェア 金額 シェア 

１ 中国 693 3,833 437 3,706 1,130 57.1 7,539 48.4 

▲8.5 ▲4.7 2.3 1.5 ― ― ― ― 

 

２ 

ベトナム 208 1,410 88 1,330 298 15.1 2,740 17.6 

7.4 19.6 4.4 20.1 ― ― ― ― 

３ 

 

バングラデシュ 123 509 41 455 164 8.3 964 6.2 

▲5.3 3.8 ▲18.9 ▲1.0 ― ― ― ― 

４ カンボジア 71 377 37 450 108 5.5 827 5.3 

▲8.7 10.5 ▲5.2 5.5 ― ― ― ― 

５ ミャンマー 51 230 54 614 105 5.3 844 5.4 

14.9 21.0 29.8 42.5 ― ― ― ― 

６ インドネシア 28 221 27 359 55 2.8 580 3.7 

▲5.5 10.9 10.4 32.9 ― ― ― ― 

７ イタリア 1 240 1 360 2 0.1 600 3.8 

6.5 33.5 13.8 39.4 ― ― ― ― 

 その他 80 722 40 748 120 6.0 1,470 9.4 

― ― ― ― ― ― ― ― 

全世界 1,255 7,542 725 8,022 1980 100 15,564 100 

▲4.4 4.7 3.8 11.4 ― ― ― ― 

                                                      出所：日本貿易統計 
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    「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせていただきます。 

掲載をご希望の方は、jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です。） 

賛助法人・団体会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、jtccnews＠mbr.nifty.com です。 
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